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決議事項

１．将来構想ワーキンググループ設置の件

次の10年、20年を見据えた理念、ビジョン、目標を策定する将来構想ワーキンググループ設置したい。石崎
副会長を座長としたい。

承認

報告事項

１．予算組替書面決議の件
フットサル女子選抜チーム全国大会出場に伴う予算の組替を、電磁的記録により全理事の同意と監事の意義
のないことを確認し、11月11日に決議した。

２．JFA100周年特別功労表彰の件
公益財団法人日本サッカー協会（JFA)100周年記念表彰として、公益社団法人富山県サッカー協会が特別功
労賞として表彰を受けた。

３．監事内部監査の件
11月11日、監事２名が事務局で監事監査を行った。書類等のほか日々の作業の流れをチェックした。問題は
なかった。

４．日医工SA人工芝張替JFA助成金申請の件
日医工SAの人工芝張替について、滑川市がJFA施設整備助成金の申請をした。交付要望額は3,000万円。10月
末日の申し込み締め切りに間に合った。

５．射水市フットボールセンター管理運営者公募の件
10月29日に射水市がフットボールセンターの管理運営委託者をプロポーザル形式で公募した。委託期間は3
年間。申し込み締め切りは12月17日となっている。県サッカー協会機能の一部を持つことになっているの
で、応募検討者から問い合わせがあると思われる。

６．種別委員会活動報告の件
・マッチコミショナー委員会
マッチコミッショナー資格更新講習会がある。取得者は更新をお願いする。新規取得もできるので各種別か
ら推薦して取得をお願いする。

・事業運営委員会
グラウンド調整会議を来年1月7日に行う。射水市フットボールセンターが完成するのでリストに入れ、日医
工SAは人工芝張替工事で使えない期間ができる。

・審判委員会
今年度の3級昇級者は前期、後期で50名を超える予定だ。



・技術委員会
北信越トレセンリーグは、10月にU-14、11月13日に女子のU-15が行われた。
女子のU-15トレセンは、来年度から始まる国体少年女子のターゲット年代で、成績は悪かったが十分に戦え
るという報告をもらっている。今月末にはU-15トレセンリーグが長野県で行われる予定になっている。
12月第1週には日医工SAでU-12北信越トレセンが行われる。11月21日より中学生の冬季トレーニングが開始
予定。

・グラスルーツ委員会
昨年度から実施していたU-10スーパースクールを、今年度はU-9グラスルーツスーパースクールとして11月7
日から開始している。冬場のトレーニング環境を提供するという趣旨だ。

・1種　社会人
県リーグ1部で優勝したエヌスタイルが北信越チャレンジリーグで2位となり、来季から北信越社会人リーグ
2部に昇格する事が決まった。

・２種
高校選手権大会が終了し、富山第一高校が優勝。年末から開始される全国大会では1回戦で宮崎日大高校と
対戦する。
11月21日から行われるプリンスリーグ参入戦に高岡第一高校と水橋・北部高校が出場する。

・３種
U-15リーグが11月23日で全日程を終了する。
高円宮杯北信越大会が開催され、STG、VIENTO、スクエアが参加したが、残念ながら全国大会出場はできな
かった。12月に行われる高円宮杯全国大会には北信越U-15リーグで優勝しているカターレ富山のみが出場
し、1回戦は名古屋グランパスU-15と戦う。
3月に実施予定のユースサッカー親善交歓会は、今年度は県外チームも招いて実施する予定。

・４種
全日本U-12選手権富山県大会はFCひがしジュニアが2年連続優勝し、12月末に鹿児島県で行われる全国大会
に出場する。
11月20日、21日に新潟県で行われるフジパンカップにU-12選手権上位3チームのFCひがし、FC滑川、グラン
ザスが出場する。

・クラブユース
クラブユース新人戦を11月20日、21日、23日に予定している。日程は厳しいが、3月に準決勝、決勝を行い
たい。

・シニア
11月初旬にO-60、O-70北信越大会が行われた。県内も北信越も全ての事業が終わった。
O-50大会の全国大会が11月27日から行われ、富一ふじの会が参加する。
出場権を獲得していた今年度のO-70の全国大会が中止となり残念な思いをしていたが、来年度の枠が回って
来て、今年度出場予定だった富山県70選抜が出場出来る事になった。

・市町村
コロナ禍により活動を中止していたが、小さい規模ながらキッズのサッカースクール等を再開している。


